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木材市況木材市況

⑵ 木材価格（県森連共販）の短期（約1年）推移

共販時期

価
格
（
円
／
㎥
）

※註 不落により価格情報がない場合は、前４回及び後４回の価格平均で推計しています 

⑴ 

県
内
の
概
要

　
３
月
期
の
県
内
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
５
２
８
戸

（
対
前
年
同
月
比
９
０
・
３
％
）、
う
ち
木
造
住
宅
は

４
８
７
戸
（
対
前
年
同
月
比
９
７
・
８
％
）
で
あ
っ

た
。

4
月
期
需
給
の
動
向

　
需
要
： 

国
産
材
は
保
合
、
北
洋
材
は
弱
含
み

　
供
給
： 

国
産
材
は
強
含
み
、
北
洋
材
は
低
迷

価
格
の
概
況
と
先
行
き

　
現
況
： 

国
産
材
は
弱
含
み
、
北
洋
材
は
強
含
み

　
先
行
： 

国
産
材
は
保
合
、
北
洋
材
は
強
含
み

4m　14～18cm
4m　20cm並材
4m　28cm並材
4m　28cm元木
4m　30cm上・並材

全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　南
砺
大
会
を
開
催
し
ま
す
！

　
全
国
の
優
れ
た
花
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

花
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
浸
透
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
市

民
活
動
の
活
発
化
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

■

日
時
　
令
和
元
年
７
月
６
日（
土
）
午
後
１
時
半
〜

　

■

場
所
　
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
「
ヘ
リ
オ
ス
」

　

■

内
容

●

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
南
砺
平
高
校
郷
土
芸
能
部
「
五
箇
山
民
謡
」

●

事
例
発
表
　
山
崎 

久
夫
氏
、
南
砺
市

●

特
別
講
演

　
淡
路
島
奇
跡
の
星
の
植
物
館
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
本 

智
子
氏

　「
ガ
ー
デ
ン
ル
ネ
サ
ン
ス
南
砺

　
〜
地
域
性
と
伝
統
を
継
承
す
る
は
な
の
ま
ち
づ
く
り
〜
」

　

同
時
開
催
　
７
月
６
日（
土
）〜
７
日（
日
）

●

福
野
華
道
連
合
会
い
け
ば
な
展
（
ヘ
リ
オ
ス
・
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
）

●

南
砺
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
南
砺
市
園
芸
植
物
園
）

●

花
と
緑
と
青
空
マ
ル
シ
ェ
（
南
砺
市
園
芸
植
物
園
）

●

お
も
て
な
し
花
壇

（
イ
オ
ッ
ク
ス
・
ア
ロ
ー
ザ
、
菅
沼
合
掌
造
り
集
落
、
相
倉
合

掌
造
り
集
落
、
井
波
八
日
町
通
り
、
玉
成
花
壇
、
梅
ヶ
島
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
、
桐
木
花
の
道
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
南
砺
大
会
実
行
委
員
会

　（
農
林
課
林
政
係
内
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ

 

０
７
６
３ｰ

２
３ｰ

２
０
１
６

　

― ７ ―

輝く！！富(む)山の仕事人！！‼
川上～川下まで、森林・木材に関わる様々な分野で頑張る人を紹介します。

と やま

　
今
回
は
、
氷

見
市
で
素
材
生

産
を
行
っ
て
い

る
株
式
会
社
河

原
林
業
の
河
原

匡
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　
河
原
さ
ん
は
、
富
山
県
西
部
森
林
組
合
の
森
林
作

業
員
と
し
て
活
躍
し
た
後
、
平
成
27
年
11
月
に
河
原

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
現

在
、
５
人
体
制
で
主
に
氷
見
市
を
中
心
に
主
伐
や
間

伐
・
更
新
伐
、
竹
林
整
備
、
屋
敷
林
と
い
っ
た
幅
広

い
分
野
で
仕
事
を
さ
れ
る
ほ
か
、
地
元
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
森
林
整
備
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、

精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
　
担
い
手
の
育
成
・
確
保

　
河
原
林
業
は
若
い
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
河
原
さ
ん
は
現
在
41
歳
、

社
員
の
平
均
年
齢
が
45
歳
と
、
県
内
の
森
林
組
合
作

業
班
員
の
平
均
年
齢
48
歳
（
平
成
29
年
度
）
と
比
べ

て
も
若
い
作
業
員
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
、
27
歳
の
竹
本
さ
ん
が
新

た
に
入
社
さ
れ
、
若
い
戦
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
林
業
の
世
界
で
は
若
い
＝
経
験
不
足
と
と
ら
え
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
会
社
で
は
河
原
さ
ん
自
ら
が
現
場

の
先
頭
に
た
ち
、
作
業
方
法
を
指
導
す
る
ほ
か
、
労

働
安
全
に
目
を
配
る
こ
と
で
確
実
に
実
務
を
と
お
し

て
、
技
術
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
竹
本
さ
ん
に
林
業
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
仕

事
は
楽
し
い
。入
社
し
て
す
ぐ
に
必
要
な
資
格
等
は
、

会
社
で
講
習
に
行
か
せ
て
く
れ
た
。
山
に
入
る
と
、

木
を
切
る
だ
け
で
は
な
く
、
河
原
さ
ん
や
社
員
の
方

が
い
ろ
い
ろ
な
知

識
・
技
術
を
教
え

て
く
れ
る
。
こ
れ

か
ら
も
、
も
っ
と

学
ん
で
い
き
た

い
。」と
の
こ
と
。

　
河
原
さ
ん
の
担

い
手
育
成
へ
の
情

熱
を
感
じ
ま
す
。

２
　
高
性
能
林
業
機
械

　
ま
た
、
河
原
さ
ん
は
積
極
的
に
高
性
能
林
業
機
械

を
導
入
し
て
お
り
、
所
有
す
る
機
械
は
ハ
ー
ベ
ス
タ

１
台
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
２
台
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
１
台
体
制

で
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
に
は
新
た
に
国
の
交
付
金
を
活
用

株
式
会
社
河
原
林
業

河
原
　
匡
さ
ん

た
だ
し

河原　匡さん

若い竹本さんへ技術指導

し
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
１
台
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
素

材
生
産
量
（
平
成
30
年
次
約
３
千
㎥
）
を
将
来
的
に

は
４
千
５
百
㎥
を
目
標
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

３
　
終
わ
り
に

　
河
原
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

　「
こ
れ
か
ら
の
林
業
は
成
長
産
業
。
若
い
担
い
手

が
不
足
し
て
い
る
今
こ
そ
、
林
業
の
未
来
に
向
け
て

頑
張
る
取
組
が
必
要
」

　「
作
業
現
場
に
同
じ
条
件
の
と
こ
ろ
は
絶
対
な
い
。

作
業
員
に
は
教
科
書
通
り
の
安
全
衛
生
で
は
な
く
、

現
場
に
応
じ
た
経
験
と
課
題
を
学
ば
せ
る
こ
と
が
必

要
」

　
と
話
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
を
支
え
て
い
く
富

む
山
の
仕
事
人
と

し
て
と
て
も
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、

河
原
さ
ん
の
益
々

の
ご
活
躍
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

文
責
　
高
岡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
森
林
整
備
課
林
政
・
普
及
班

行
事
案
内

安全第一で作業


